夢の 中に 色彩 を 見る の は 神経の 疲れて ゐる 証拠で あ 

ると 云 ふ。 が、 僕 は 子供の 時から ずっと 色彩の ある 夢 

を 見て ゐる。 いや、 色彩の ない 夢な どと 云 ふ もの は あ 

ほ とん 

る こと も 殆ど 信ぜられない。 現に 僕 はこの 間 も 夢の 

中の 海水浴場に 詩人の H . K 君と めぐり 合った。 H . 

K 君 は 麦藁 帽を かぶり、 美しい 紺色の マント を 着て ゐ 

た。 僕 は その 色に 感心した から、 「何 色です か？」 と尋 

ねて 見た。 すると 詩人 は 砂 を 見た まま、 極めて 無造作 

に 返事 をした。 —— 「これです か？ これ は札幌 色で 

すよ ご 

それから 又 夢の 中には 噴覚は 決して 現れない と 云 ふ。 



し か し 僕 は 夢 の 中に ゴ ムか何 か 燃やして ゐる らしい 悪 

臭 を 感じた の を 覚えて ゐる。 それ は 何でも 川の 見える、 

日の 暮らしい 場末の 町 を 歩いて ゐる 時の 出来事だった。 

そ の 又 川に はどう 云 ふ 訳 か、 材木 の やう に 大き い 鰐が 

何 匹 も 泳いで ゐ たもので ある。 僕 はこの 町 を 歩きな が 

ら、 「はは あ、 これ はスゥ ェズの 運河の 入り口 だな」 な 

どと 考 へて ゐた。 (尤も 嗅覚の ある 夢を見た の は 前後 

を 通じて この 時 だけで ある。) 

最後に 僕 は 夢の 中で も 歌 だの 発句 だの を 作って ゐ る。 

が、 名歌 や 名句 は 勿論、 体 を 成した もの さへ 出来た こ 

と はない。 その 癖い つも 夢の 中で は 駄作で はない やう 
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